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配役なきlljill本：和歌山県東牟婁郡古蠅１１Jにおける

「河内祭」調査ｌ１１ｌｌＵ報告
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ａｃｏｎｓｉｄｅｒａｂｌｅｅｘｔｅｎＬａｓａｒｕｌｅ．

５つの地区が様々な形の儀礼を独自に行う祭礼である。

その全体的な構成および儀礼の次第については，デェヴ

ィス（1978)，桜井（1982)，石橋・中西・中西（1988）

などでｆＭｆｌｒされ，分析が試みられている。本稿は，古座

匹の「オキヅト」と呼ばれる漁師方の若者組である「勇

進会｣2)における祭礼の作業を執り行なう際にあらわれ

るエートスについて素描することをllillとしている。祭

礼に参力Ⅱする祭祀渠団のミクロな特徴に注lE1し，記述す

るためにⅢ近年モアマン（Ｍｏﾋﾟrmalll988)，ザイトリン

Ｌはじめに

和歌山県火牟婁郡の古座川流域では毎年河内祭とよば

れる盛大な舟祭りが行われる。古座川河１１より３キロほ

ど上ったところにあるコッタマ・コオーッタマ（河内槻）

と呼ばれる御神体（１１'卜牌島という島そのものが御ｲ''１体で

ある｡－枚Y|であるといわれる）を巡って，その近|燐の

＊社会学研究科社会学専攻修士課程（文化人類学，民

族誌論，象徴論）



４６ 社会学研究科紀要

(Zeitlynl990）その他3）が提唱する過程を重視し，会話

の分析（conversationanalysis）などを含んだ分析方法

を採用する。「オキットルよ「沖の人」であり，古座区で

一般に漁[jI'iをさす。それに対し，古座区でサービス業，

卸・小売業，製造業など，漁業以外を生業とするものを
」｣か

｢ﾌ１－カド」（陸人)`)と呼ぶ。極めて長い対立の歴史を持っ

ているlillj者はそれぞれ対立する若者組をもちながら，ま

ったくVILなった形態で一つの祭礼を執り行なっている。

iTil'ﾉ'祭には，’1(座区からはオキヅトを構成員とするﾘj進

公，オカドによって榊成される青年会が参加している,j,）

である。

オキヅトとオーカドはⅢ経済的には互いに依存する１%1係

でありながら排他的な関係を持つなど，若干,,'i義的な繋

がりを持っている。本稿で扱うのは，そのうちのオキッ

トが祭礼においてさまざまな作業をすすめてゆくひとつ

のスタイルの記述である。

節３９号１９９４

統括する河内祭をはじめ，旧８月の八幡祭，盆の灯髄送

りなどがあるが，対外的なこの若者組の儀礼的特権（デ

ェヴィス1978）を示すという意味でも最も重要なのが

''1内祭なのである5)ｃ仮りに７０年代のリーチらの繊諭に

沿って儀礼がなんらかのメッセージを持っていると考え

るならば，これはオキットたちの儀礼性（rituality）を

表現しているのである（Leachl976：37-45)。

ＩＩＬ勇進会の儀礼の過程

iillﾉl祭の記述にはいくつかの困難が伴う。ｉ'１内祭に

は，生薬形態のまつ/こく異なる祭祀集団6)が６つ参加し

ており，ｌ可時に複数の祭祀集団によって執I)行なわれる

襖合的儀礼がいくつか存在するにも関わらず，さらに，

そ'１１ぞれが祭礼の執行に関して連合，協力，接触をほと

んどまったくといってよしほど持っていない（石橋・中

西・中西1988：168-9）点に第一の特徴がある。裏返し

ていえば，これは記述しようとする者に異常な困難を要

求するものなのである。古座区では，勇進会と青年会と

いう二つの祭祀集団が参加しているが，お互いのほかは

商池下部地区の祭祀集団である「互盟社」が極めて希に

話題に上るだけ7)であり，実際に祭りを運営している当

りＩ者ですら，どれだけの祭祀集団が参加しているか知ら

ない節がある8)。全体的把握を試ﾕﾍるデェヴイス（1978)‘

桜井（1982)，石橘・'|]西・中西（1988）にしても，松下

(1992）にしても，全体的なラフ・デッサンには成功し

ているものの，細部にいくつか満たされない点があるの

Ｍ１実である。というのも，例えば，デェヴィスは漁師

(臘岡である「勇進会」が儀礼的特権を有していると説く

ならば，なぜその儀礼性（rituality）の現れている度合

いの強いといわれている（あるオキヅトの言である）「夜

龍り」についての記述が全く欠lナているのか。石橋・中

西・中西（1988）の記述にしても，部分的に不十分，あ

るいは欠けているといった感は否めない。しかし，これ

らは，必ずしも彼等の力量に帰せつれるものではなく，

むしろ「祭礼の重層的構成」（石橋・中西・中西1988）

によるところが多いと思われるのである。

以上のような認識を踏まえて，本稿では，ネイティヴ

ですら把握できない儀礼の過程全体を追うことはひとま

ず断念し，まず古座区の漁師方の若者組である「勇進会」

に限ってその儀礼の過程および，準備も含めてかれらの

作樂の進め方を描写する画

１．歌合わせ

祭礼の最中，勇進会にとって集会場，連絡先などとし

て腿めて重要な役割を担う「勇進会館｣，〕には，タイムテ

ＩＬ調査地の概要

和歌|u県東牟婁郡古座町は，紀伊半島の南端部束Ⅲ||に

位肚しており，その南側が太平洋に面している。１９９３ｲド

４月現在で人口は６５２５人，古座区の人口は，９８８人で

ある｡人｢1流出も年と深刻化しているという（111111199`I：

10-12)。古座区は古来捕鯨の漁業基地として発展してき

たが，現在も「漁師どこ」と自らも認識しているような

地域であり，生業も漁業関係に大きく偏っている（中ilq

1987840-2)。近隣の古座１１１J田原・荒船地区で見られる

ような半農半漁の形態はこの地区には見られないばかり

か，むしろ農業に関して忌避的な態度を持っているとさ

えいえる（中西1987：９,山田1994：16-7)。

ｉｌ｢座区は，上ノ丁，中ノ丁，下ノ丁といった下位区分

を持った組織であり，それぞれカミヂ，ナカンチョ，シ

モヂと言い習わされているｃオキットは主にシモヂに#3

中して住んでおり，シモヂといえ懐漁民の住む所であ

る，との意識|土強く共有されている。近ｆＦは区の居住地

区の後背地にある上野111に新興住宅地が成立し，そこ1こ

転居するものも多い。区内にはシモヂに曹洞宗古城１１１背

源寺が，ナカンチョに浄土宗阿弥陀寺，カミヂに浄土真

宗善照寺があ')，区内の人々はこのいずれかの寺の掴家

になっている（Ⅱ|田1994：18-20)。シモヂは古座ﾈ}'1社が

ありロオキットはこの神社の氏子となっている。ilir座ilwlI

社は，コッタマと並んで祭礼においてハライなど重要な

雌礼が行われる場であり，後に触れるショウロウの寵る

場でもある．

区の行事の中で重要なものは，古座区を含む５地区を
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この日まで約一月間，河内会（御舟歌保存会）は独自に

練習を重ねてきているのである。

ここで注Ｈすべき点は勇進会会長'5)以外は，詰めてい

る顔ぶれが一定していないことである。会長によれば

「テェノスイトルモン」が詰めていればよいのであり，

とくに誰がしなければならないということはない。因み

に，この御舟歌は，上，中，下それぞれが異なった役割

を持つ口後に触れる「夜龍り」で歌う歌が，それぞれ異

なっているのである。歌合わせの折りには，時間の都合

上「入り舟式」で共通して歌われる「出し」「皇帝」のＺＬ

が歌われ，「夜龍り」でそれぞれ歌われる上の「おやまく

どき｣，中の「あずま」下の「やしま」は省略される。

彼等のいうには，独特の符牒と，和音など様々な条件

によって，２６，７歳で習い始めたとしても６５歳で完全

に歌い得るようになればよいぼうだ，という。

歌っている最中にも，時折休んで，砂糖を溶かし込ん

だ氷水やお神酒でI膜をしめらせることが許されている。

ル､一サルが終わると，酒と刺身，ダンゴ（おはぎのこ

と）が供され，三々五☆家路に就くシショウを見届けて

から，勇進会の会員の宴がはじまることもある。

２．評定

２３ＬｌはLfl1Iﾘ１６時からスギシパツケが行われる。ある

場所Mj)から前1三l取ってきておいた杉の小枝を割った竹の

|帥に挾み，御舟の上〃四隅に取り付ける作業である。オ

キヅト達は様々な縛り力を知っているが，このときに選

ぶべき縛り方も決まっているようである。それが済む

と，上，にｌｉ，下それぞれの前の船着き場に舟を移動する。

そしてヤドの付近に幟などの飾りを組み立てておいてお

き，明ｐ早朝御舟にとりつける作業に備えるのである。

ところが，１９９３年は台風４号の直撃でスギシバツケの

以降行獅は'二１１断を余儀なくされ，数年ぶりの「評定」（天

候不|||月などの際，予定を決める会合，「総会」ともいわれ

る)'7〕が開かれた。２４ｍよ満場一致で''1止と決定，次の

２５１１朝の評定に決断は延期された。貴重な資料なので

詳しく記述すると，２５ｐ午前７時すぎに行われた「評

定」の様子は，次のようなものであった。「評定」の会場

となった勇進会館lこは午前６時まえから会長がおり，会

員も６時３０分には８名ほど集まって天気予報をテレ

ビで見ながら議論をしていたが，「評定」そのものは区

長，古座神社宮司，氏子総代，青jr会会長の到着をまっ

て７時１６分に始められた。

勇進会会長「天気のほうはこんぐらいやけど/：風は強

いところやけどよ]雨もポチーポチとある……とはおも

ったんやけどよ／：まあオカドのひともあることやし意

－プルはなく，わずかに入り口近くに勇進会の象徴とも
みふれ

いえる御舟の乗組員の名簿，「７」E}祭典勇進会乗組員名

簿」が貼り付けてあるのみである。儀礼の次第は会員そ

れぞれの頭の中に入っているのである。

祭礼の一月ほど前，「河内会」の人々が御舟歌（後述）

の練習を始める頃，勇進会の会員のうち「若い衆」と呼

ばれる者たちは漁の合間を縫ってそれぞれが乗る御舟の

飾りの準備をする。竹を割いて吹き流しをつくったり，

壊れた幟の竿を作り直したりするのが主な作業である三

上．中．下，三隻の御舟にはそれぞれ対応するヤドがあ

り，地区がある。寄進（後述）の礼として町の溝そうじ

をずるのもこのころのことである。上・中・下それぞれ

独自に作業をするので，原理的にはそｵLそれの舟に対応

する若い衆は最低一人ずついたければならない。

７月２１日には花と呼ばれる寄付金（商売をしている

家だけの寄付）を集め，これが済むと寄進という「軒並

J1Ｊつまり勇進会の担当地区|ﾉlすべてから集める寄付金

を集める。

７月２２日，ｎ１ｌＩｌＩ:め｣IC)，といい，祭礼に参力Ⅱする「勇

進会」の成員の出漁が禁止される。１９９３年は，ヒガマエ

(三親等以内の近親者の死のケガレ：かつては親の死の

場合は５０日間，祖父母は３０１三|間，オジ，オバば２０１=｜

間，兄弟，姉妹は２０日間，オイ，メイ，イトコは３日

間であったが，熊野の本官にlILIlい合わせた結果短縮さ

れ，現在では父母・夫・妻・子は１０日間，Ｔ歳末満の

子・祖父母・孫・兄弟姉妹は５１二Ｉ間，曾祖父岬。曾孫・

甥・姪・叔父・叔母は２日，それ以上遠い場合１日と

された｡)'1）の者に対するハライが古座神社において行

われたが，’例年２３日に行うはずのものをオキットら

の希望で前日におこなったという。昼過ぎに会員のひ

とりがバケツを持って「潮くみ」にゆく。その夜，「歌合

わせ」という，御舟が水上をすすむ間に歌われる御舟

歌１２)の最後の儀礼的リハーサルを行うため，ヤドに提灯

その他の飾り付けを行う。それが終わると，７時にシシ

ョウ（師匠）と呼ばれる「河内会｣１３)の人だが上,中，下

のヤド'４)に集まるのを待つ。かつてはそれぞれのヤドの

構成員は，上・中・下それぞれの地区に住んでいる者で

あったが，現在は大きく崩れている。お互いの対立もあ

ったらしく，現在でも別のヤド・御舟に属する仕事を手

伝うことは無い。ヤドは，基本的には毎年同じ家である

が，その家に不幸がありヒガマエになると，別の家が十

Fとなる。ヤドにはそれぞれ柄の異なるのぼりが立てら

れている。ヤドにシンョウが集まるまでは，勇進会の会

員はシモヂのヤドも兼ねている勇進会館に詰めている。
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見ちいと……だしてもらおかのう」（１４秒沈黙)）「ｘｘ

ｘｘ」

勇進会会長「ｘｘＬ－青年会のほうは……あのはやい

ほうがええんやら？｣/：

青年会会長「おお……しょやけどね」

勇進会会員Ａ「で区一のほうIよどうぃう対獺}こなった

ん××よ－」

区長「もう勇進会信)|｝してせなんだらあかんや

ろ，いうことにケらあわせてきたんだ(1-どよ／：もう降

ってしまったからよＸｘｘＸＸｘＸｘ」

勇進会会員Ｂ「師匠があかんちゃ倒れたらおろさんな

らん//ねん×ｘ」

勇進会会員Ｃ「ｘｘｘｘ」（(以降３２秒１１Mき取り不能)）

区長「決定，ここで勇進会がやるゆうてきたら

よ//もうｊｌｌｌはかるように」

勇進会会長「けってい･･…はうちのほうはｘｘやから

決定出せゆわれて､ね.…..まあ//」

勇進会会員Ｄ「まあゆうたのうやるゆうて腱からやら

うおもたら支度で二時間あったら//え－かざりつけるけ

どのう」

勇進会会長「やれるけど/：なにか)'１意するゆうたらう

ちのほうがええだろおもてのう／：まあだいたいよう意

見/：だしてもらえたら/：はた回')の手1iiiもある……あ

ることやしよう」

勇進会会働、「まあどういうもんか//のう」

勇進会会員Ｅ「まあ昼までみてみよやｘなこたあ」

勇進会会員Ｆ「ひるまでのう……××じゃそれでのう，

あかんかたらもう／：翌日」

勇進会会員Ｇ「いっしょ仁ようｘｘｘ」

勇進会会員Ｅ「あんなもなあお主えかんたん//にｘｘ

ｘ」

勇進会会員Ｆ「ｘｘｘ//ｘ×」

勇進会会員Ｄ「勇進会だけの祭りやないんやからよう」

勇進会会員Ｅ「水あてんまとかそんなんはレッカーで

ＸＸＸ」

（(以下ほぼ聞き取り不可能なほどさまざまな話者が

様々な語りを２９秒，風，雨など断片的な言集がきこえ

るのみ)）

勇進会会員Ｆ「これシソチャン（(は長の愛称))，これ

あれかい，風強かつたらくつに－回ずつハマヘつけてう

とうてもかまんのやら，ｆわらでも／8に一」

勇進会会員Ｇ「かぜつようてあんまり危ないからのう」

勇進会会員Ｆ「まあ今日一日南の風七メーターやけど

の」

勇進会会員Ｇ「ｘｘｘ××」

勇進会会員Ｆ「まあ昼から飾り付けできるからよう」

会ｌと「シショウのってなかったらようまあに

_/：そこそこ行けるけどよ／：シショウう乗ったとなっ

たら」

（(以下ＩＭＩき取り不可能な会話２８秒)）

会長「真剣に考えてよう／：｜ｷ故起こった場合に

まあまに勇進会ばっかしあれやったら//こまるしのう」

鱒進会会員Ｆ「岐尚責任者は区一やのに勇進会ばっか

りもたされたらかなんわ」

勇進会会員Ｇ「区がやれ，区一が－」

勇進会会員Ｆ（(区長に)）「そのまえiこよう最先寄って

lこよう／：やりやいいけどようきのうもいちんちみえな

んだやら－」

（(沈黙８秒)）

区ｊｉと「どうするのや」

会腿「どうするのやってこっちにふられてもい

まもいう仁と」びりやわしらがどうこうよういわんことや

ＸｘＸ」

区長」「ああ」

勇進会会員Ｃ「まあ昼までまってみんしや」

（(３５秒|M1き取り不可能)）

勇進会会員Ｃ「11時ごろもうしっぺん寄って話しｘｘ

ｘｘのう」

（(こののち１１時ごろもう一度集まる，という意見が

オキヅトから４つほど出た後，会長，区長もそれに同意

し，次第に解散)）

〔1993年７月25日〕

×印が多いのは同時に発言するものが多いため，当

砺者同士しかききとれないからである。オキヅトの会話

にはこういったケースが極めて多い。

このテクストに表れているのはオキットとオカトP，そ

して行政（区）側のせめぎあいである。実は評定自体の

筋は，オキット側ではほぼ決まっていた。雨の降りしき

る空と，テレビの天気図を見，さらには潮岬の観測所に

電話を掛け，「相談に及ばんでえ」「くもりでどうずるゅ

うんやったらのう」（延期した力がよい）という意見で

ほぼ一致していたのである。他方の区の側は，「天気の

事は漁師のほうが詳しい」（ので意見を聞こう）といっ

た|酌めて常,徽的なコンセンサスが収らﾙ'ていたM，)。また

オキットはi1l1llきめの関係上，祭りが終わるまでしごとは

できないが青年会は仕事を休んで参加しているため，多

少無理をしても早く行いたいのである。その点で区や青

年会とオキット達とでは，評定に期するものが始めから



における「河内祭」調査中間報告４９

およそ５分毎で交替するが’右と左が同時に交替するわ

けでもなく交替するきっかけもほとんど見られない。

途中二度ほどの坐礁を乗り越え（坐礁すると，船外機

がかりと祭典委員を残して全員がロープで舟を引っ張

る)，川を上ってコヅタマを拝み，再び太鼓と法螺貝を

鳴らしてヘマ（古田地区前にある「古田の河原」のこと）

に着ける。松下（1992：７８）の議論を裏付けると，その

儀礼はおiUll酒を３度どぼどぽと注ぎ，潮に浸した笹を３

回振り，ぴちゃぴちゃと潮の滴を振り掛けるのである。

ハマにテントを張って作られた座の中で例によって宴が

催されるが，そのときに供される刺身（鮪，鰺，イカな

ど）も，舟中で何時の間｛こか準備される。これで勇進会

全体で行う２４日の行事はすぺて終了し，全員勇進会館

にトラックで引き上げた。

４．夜寵り

会全体で行う行事は終了したが，上，中，下の舟の行

事はまだ残っている。オキットたちは一度家に帰り，腹

栫えをした後，自分が乗っている舟の「夜寵り」に参加

しなければならない。この際の漕ぎ手も決まってはおら

ず，現役，ＯＢともに来る者，来ない者のばらつきが見

られ，舟によっては人手不足で苦しむことも希にある

が，「誰か来ている」から儀礼の執行に困難はきたさな

いという。「夜寵り」は，御舟歌を歌うシショウを乗せ

て，上，中，下，それぞれ順番にコッタマの回りを「右

回りに」旋回する儀礼である。ながらく古座長を勤めた

方森氏によれば，このような回転の方向は悲しみを表

す。すでに触れたとおり，この際，シショウ達の歌う御

舟歌は舟ごとに決まっており，上の船では「おやまくど

き｣，中では「あずま」下では「やしま」が歌われること

になっている。天候による波の加減によっては，早含に

ヘマにつけ，そのまま歌うこともあるという。昔はその

まま次のDlillまで舟のなかで眠ったこともあるというが，

いまではその儀礼がすむと，みな帰宅する。１９９１年は，

下，中，上の順に（毎年持ち回りである）回り，責任者

以外は流れ解散となった。

５．奉告祭ほか

２６日は奉告祭が行われる。区長，氏子総代，青年会会

長，勇進会会長，網元の船頭，漁業組合長が参加した。

「奉告祭は言わばこれから祭典を執り行なうと言った主

旨の祝詞を奏上するだけの簡単なもの」（桜井1982838）

であり，奉告祭の後，ショウロウ（神のヨリシロ：オキ

ットの子，奇数年の子供が選ばれる)22）を背負って当舟

にのせ，太鼓を叩きながら川を上る。ショウロウも，額

と同様オキットたちにせおわれて橋を越える。この際の

配役なき脚本：和歌山県東牟婁郡芒

異なっていたといえる。区は素朴に天候条件を鑑ふた成

否をオキットに求めてきたのに対し，オキット達は最高

責任者たる区長（祭典委員長）に決断を求めていたので

ある。どのような悪天候でも実行はできるが，それに付

随するトラブルおよび費用の責任までは到底取れない，

というわけだ。

更に，一度区が決断を出すつもりがないと分かると，

オキット達は彼等本来の筋に沿って動き始めた。すなわ

ち，延期という筋の実現である。しかしこの場合も誰

がいいだすか特定できる訳でなく，様々なところからこ

の筋道を形成するのに貢献してゆくのである。

さて，この後，１０時すぎから青空がのぞきはじめ，万

一ザアプリ（俄雨）にあったときは使い物にならなくな

った提灯などの費用を区がもつという条件をオキットが

出し，区がそれを受けたため，１１時を待たずして「決

行」という結論で二度めの評定は終了した１，)。因承に，

前回の評定は，終始沈黙を守った先々代の区長が決断を

示したことで，劇的に決定したという。

決定が出ると会館から会員がギョウカイ（御舟を繋い

である船着き場下のモータープール，漁業組合の会館の

下にあるためそうよばれる）に集まり，上，中，下それ

ぞれの舟に飾り付けを行う。この際の飾り付けとはモチ

マエダケ２０)と呼ばれる竹のまわりに紙でできた様含な飾

り（古座の幼稚園に授業の一貫として依頼するが，中で

も最も重要な短冊だけは例年若い衆が作る。1994年は忘

れたため無かったことが若干の論議を生んだ｡）を七夕

の笹飾りのように取り付けることと，舟の舷に沿った幕

を張ること，幟を立てること，などである。

３．入り舟式

区長以下，祭典委員，勇進会会長，青年会会長，漁業

組合長らが古座神社でハライを終えるまでに会員はハッ

ピに着替えて待機する。シショウ達も浴衣を蒲て御舟に

乗り込んで待つ。午後３時，シャムショ（古座神社）か

ら祭典委員が額を持ってギョウカイに着くと，額と祭典

委員をのせた舟は法螺貝を鳴らし，太鼓を叩きながら

上，下，中の順で岸を離れ21)，河口付近にきたところで

「出し」が歌われる。こののち古座橋のたもとでシショ

ウと額がいちど降ろされ，シショウは解散となるが，祭

典委員は橋を越えたところまで額を運んで，橋の下をく

ぐって陸につけられた御舟に再び乗せるのである。額と

後に述ぺるショウロウは神聖なものなので，橋の下を潜

らせるわけには行かない，と説明される。

船の中では，漕ぎ手は基本的に二人で，船外機の担当

が一人であるが，この漕ぎ手が目まぐるしく交替する。

和歌山県東牟婁郡古座町における
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背負い手も本来は上･中･下独自に一人ずつ選ばれるが，

とくに寄って決めるのではなく，自然と決まるという。

ショウロウを除く人々はコッタマを拝糸，当舟がヘマに

つけられる。ハマには海側に向かった座が設けられてお

り，ショウロウはその座に鎮座する23)。勇進会のかかわ

る行事が暫くない間に，会員は御舟のモチマエダケを交

換する。（1994年には早朝５時には交換を始めていた｡）

６．御祭礼

各地区の古座区の祭壇に御幣が集められ，宮司が太鼓

をうちならす。御祭礼の始まりである。祭典委員が額を

持って祝詞をうけ，それぞれの舟に乗り込むと,法螺貝，

太鼓の響きとともに岸を離れ，コッタマの回りをゆっく

り回る。御祭礼の終わる太鼓が鳴るや，それぞれの御舟

は岸に着けられる。「終わった」という声もちらほら聞

かれる。

７．青年会の獅子舞い奉納

それからは，会員は自分たちの家族の待つ屋形船で－

時の休息をとるが，アミモトと会長は青年会の獅子舞い

奉納を座の中で見届けなければならない。

獅子舞い奉納を見届けると，それぞれ座にもどって昼

食をとる人為を尻目に御舟は「花回り」を行う。屋形船

から笹につけて差し出された「花」を，会員が御舟から

飛びこんで受けとるのである。古くは祝儀集めであった

といわれ，あるインフォーマントによると古式泳法の披

露の場であったそうであるが，いまやもっぱら誰が飛び

込むか，という点に関心が注がれることも読おい。即ち，

このとき誰が飛び込むかも予め決まっているわけではな

いのである2`)。

８．川下り

さて，花回りを終えた会員は区の行っているカイ伝馬

の競争に見入っているが，御舟の側を離れることばな

い。カイ伝馬が終了すると，川下りが始まるからであ

る。このときは今はシショウも乗せず，テープで御舟歌

を流しながら気楽に幕を上げたまま下ってゆく25)。御舟

が下り始めると，当舟，屋形船もそれに続き，ギョウカ

イ近辺の船着き場に戻る。

９．川回り

日も暮れた頃に「川回り」と称する岐後の儀礼が行わ

れる。一度九龍島目指して外海に出た御舟は，ゆっくり

旋回して河口に入り26)，古座区の前のⅡ|をランプをつけ

てゆっくりと旋回し，御舟の姿を花火の光に照らす。こ

の際，それぞれの舟はそれぞれのヤドの前で寄進のお礼

に清めの潮をまく。この儀礼は今年も祭りが執行できた

感謝の意を現している。河内祭りは終わったのである。

あとは明日の朝，（時間は決まっていないので６時から

来るものも，７時３０分過ぎて現れるものもいる）舟の

片付けをするだけである。勇進会の会員は，ようやくゆ

っくり睡眠を取ることができる。

Ｉｖ・準備と儀礼：その作業手順

さて，われわれが今回抽出しようとしているオキヅト

のエートスは，以上のような儀礼を進めていく過程を通

じて共通する事ではあるが，より微視的にみてゆくため

に儀礼をその準備を合わせてテクストを交えてみてみよ

う。ここで取り上げるのは「歌合わせ」である。

１．「歌合わせ」の詳細

５時に何の前触れも無く会員の－人が立上がり何人か

が無言でそれに続く。上，中，それぞれの地域に前の日

に移動しておいた提灯をヤドの内側に吊し，歌合わせの

会場をツクルのである。提灯を吊すのは，ヤドを御舟に

見立てるためであるという。

やがて７時が近くなると河内会の人々が三々五々集

まってくる。１９９３年の場合は，シショウが御舟歌を歌う

間に飲む砂糖水（バケツに水と大きな氷を入れ，砂糖を

ふりかけたもの，柄杓でコップにとりわけてのむ）をシ

ショウが集まり出してから慌てて作り，他の二つのヤド

に運んでいった。歌合わせは７時にはじまる，といって

も必ずしも定刻どおりに始まるわけではないし，始める

合図があるわけでもない。１９９１年の場合は，７時１０分

に法螺貝がふきならされ,タイコが鳴らされ,歌い始めら

れたが，当時は法螺貝の練習か，と思ったほど開始の合

図としての有徴性は感じられなかったうえ，（1993年に

は下のヤドすなわち剪進会館では法螺貝がならされ､し

なかった｡）１２分にトイレからでてきた河内会会長27)も

加わり歌が揃い始める（開始時に会長はトイレにいた）

など，ここにも誰がいなければ，あるいは誰かが始める

合図をする，などという規範はないように思われた。

1991年の調査に同行した共同調査者のフィールドノート

には，次のように記述されている。

「7:００ばらばらと人があつまってくる。氷水に砂糖

をとかしこんだものをバケツからめいめいが飲んでい

る。

７:０５９人ばかりあつまったところでいきなり始まっ

てしまう。〔…〕ぱらぱらと人はやってきては坐って，歌

に加わる。途中，しゃべる人もいるし，あまり静粛なも

のではない｡｣28）

更に歌っている最中も，暫く歌っていないものもあ

り，全員がいつも歌っていなければならないという訳で
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であり，「気が回る」かどうかということがオキヅトに

とって重要な評価の規準となっているようである。この

こともオキットの理念より行為に対する偏向を物語って

いるように思われる。

最後に，ここでも一見すると皆が勝手なことをしてい

るように見える点が指摘される。役割が分担されていな

いのである。皆がおなじことをしているわけではないと

いう点では，オキットの分業は有機的連帯3Dであるよう

にみえるが，たんにそのモデルに当てはめる事のできな

い冗長性をもっているようにおもわれる。つまり，作業

の筋道（plOt）は皆が知っていても，誰がその役割を担

っているか，という点については行為者が行為を遂行す

るまで誰にも分からないのである。たとえば，この歌合

わせを例に取れば，Ａ氏が「ヤー」と発声するまさにそ

のときまで，そこにいる全員はＡ氏が「歌合わせ」を始

める役割をになうことになろうとは知らなかったのであ

る。１９９１年，１９９３年，１９９４年いずれの場合にも，そう

であった。評定を例にとっても，誰もが自身がオキヅト

のプロットを自分が実現する決定的役割をになうとは考

えていないのにも拘らず，誰もが，可能性としては担う

ことができるということは否定できない構造なのであ

る。ある役割は常に別の担い手に置き換え可能なもので

なのあり，その場の状況によって行為遂行的32)に作り出

されるものなのである。

Ｖ･「なぜ」の不在

さて，このような儀礼の次第の中で誰もが感じるのが

｢こうするのがあたりまえ」という姿勢と，それの裏返

しである「解釈」の不在であろう。一部の河内会のＯＢ

を除くと，オキットは一般に「なぜ」という問いを発す

ることはなく，河内祭の起源についても甚だ無関心であ

る。「いろんな考えがあるねんて－」ということですべ

ておさめてしまい，それ以上とやかくいうことはほとん

どない。それに対して，「なぜ」とセットとなる「いか

に」ということに関しては33〕，彼等はもはや，問いを発

することが不可能なほど，詳しい知識を持っている。と

いって，それは別に何等かの個人的信仰に由来するので

はない。そうする事が当たり前なだけである。一例を挙

げよう。筆者は，祭礼の翌日「ザベライ｣､`)の会場をツク

ルのに立ち会った。私はテーブルを連ぶようにいわれ，

入り口に最も近い場所にそれを置こうとした。するとあ

るオキットは，「カミから置くんや，上から」という。と

くに困っている風でもなく，私の無知を責めるふうでも

ない。野暮かとは思ったが，どうしてカミから置くのか

配役なき脚本：和歌山県東牟婁郡古座町における

もなぃ。またシショウが歌っている最中も，勇進会の会

員は別に神妙に聞き入るわけでもなく，大声で談笑して

いるのが常である。1993年の歌合わせの開始状況をテク

ストとして示す。

勇進会会員Ａ「収入印紙だけすソ主せんけどお願いし

ときます，いそがしのにすまんのう，ぼんまに//－」

勇進会会員Ｂ「ｘｘｘ//×」

勇進会会員Ａ「勇進会××//×ｘガス代だしたるで－」

勇進会会員Ｃ「あすこがあい//たる，若い衆ｘｘｘはい

らんしよ－」（(入り口付近に顔を出した今年の新入会員

２名に対して)）

河内会会員Ａ「ヤーソーレー//オー」（(｢出し」という

舟が出て最初に歌う歌がはじまる，ソーからは他の会員

多くが歌に参加)）

勇進会会員Ａ「すまんけどそこのペン取ってくらんし

よ」

河内会会員「オー」（(歌続くが勇進会会員の雑談も続

く））

このテクストにも表れているように，注目すべきは，

極めて騒然とした状況のまま，河内会の誰か（これは誰

でもよく，役割が決まっているのではない｡）が歌い出

すということによって，歌合わせが始まっている，とい

うことと！それによって勇進会の会員の会話がとぎれる

ことばない，ということなのである。

歌合わせが始まって暫くすると，会館の奥ではシショ

ウに供する刺身と酒の準備が始まるが，これも誰がやる

か決まっているわけではないという。歌合わせが終わる

とシショウに酒が配られ，刺身とダンゴの折りを肴にシ

ショウ達は飲み始めるが，－杯飲んだ後直ぐ帰路に就く

ものもあり，儀礼的に行われるものである２，)。後に見る

入舟式，夜龍り，などでも舟がオカに着いたのちこのよ

うな儀礼的宴がおこなわれる。

２．「歌合わせ」の分析

これら儀礼の細部を見てまず気付くことは，リハーサ

ルであるとはいえ，（あるいは逆にリハーサルだからか）

ここでの行いは本番の忠実なメタファー30)である，とい

うことである。提灯，法螺貝，砂糖水，刺身などのつま

みを伴なう儀礼的宴など，細かい点までが実際の「夜寵

り」「奉告祭」の細部を踏襲しているのである。

次に，このリハーサルにおいて１１I来，不出来が問われ

ることはまずない。これは儀礼を通じてオキット全般に

いえることではあるが，技量のよしあしが話題に上るこ

とはまずないのである。その代わり，「気が回らん」とい

うことばが仲間を非難するときによくもちいられる尺度
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オカドのＢに素朴な疑問を生じさせた（(02))。しかし

その疑１１１]はオキットにとってはとうてい信じられない

疑問だったのであった（(03,04))。また，言葉を換え

ると，祭典委員Ｂは祭典委員でありながら，少なくと

も飛び込むべきか，どうかという点について説明を受

けていなかったということであり，これは裏返すと，オ

キットにとっては説明を要する１F柄ではない，というこ

となのであった。オキットは，なにを行うべきか，とい

うエスノメソッド`6)は知り尽くしており，それを言語化

することがほとんどないためオカドは一瞬エスノメソッ

ドを共有していないものとして戸惑うことになるのであ

る。

をきいてふると，「むかしからそうきまつとんねんて」

と，それこそむかしからきまっているブィールドワーカ

ーに対するあしらいの言葉が返ってきた。

つまり，オキットの作業手続きを見ていると，彼等に

はプラクティスに関する知識はあってもその理由および

動機づけに関する知識はほとんど全くといっていいほど

欠落しているように見えるのである。オキットは儀礼全

般を通じて，なにが行われるべきか，ということはよく

知っており，それをその椰度確認することもない。また，

誰が，いつおこなうかという役割の問題についてははな

はだ無関心で，同じ役目を何年も続けている例は方森功

氏（通称イッサソ）が１８年以上潮くみをしているとい

う例外があるの糸である85)。もちろん，当たり前のこと

となっている作業手順は通常言語化されることはない。

他の祭祀集団の集合場所にはあるタイムテープルを必要

としないのはこのためであるし，むしろ，正確には，ま

だ決まっていない部分が多いからでもある。オキットの

プロットは，何を行うべきか，ということにのみ雄弁で，

いつ，誰が，何のために，という点については，沈黙し

がちなのである。誰かが行為をもって実現しない限り，

それは誰にも予測できない点がある。

周知のように，ギルバート・ライル（1987：23-78)は，

｢内容知」（knowingthat）と，「方法知」（knowing

how）との区分をおこなっている。前者は通常われわれ

が知識と呼んでいるような，明確な情報を含んでいる

が，後者はむしろ技術，わざなどの行為がその行為の意

図に先行している場合である。オキットたちの作業は極

めて後者に偏っていると言えるだろう。

このことは近年の急激な状況変化によってより鮮明に

見えるようになってきた。このプラクティスの自明性に

ついて，筆者の目撃した象徴的出来事を紹介する。１９９２

年から，オカドが勇進会に入会することが認められるよ

うになり，勇進会も人手不足のため比較的讃極的にそれ

を受け入れている。その政策のあらわれか，1993年の祭

典委員はすぺてオカドが受け持っているが，そのうちの

－人は，テッタソと呼ばれる名物男で，昨年たまたま花

回りで好評を博した人であったために，会員の－人が冗

談を言った。

(01）会員Ａ「テッタンことしもとびこむけえ」

(02）祭典委員Ｂ「祭典委員もとびこんでええ//の?」

(03）会員Ｃ他多数「いいわけないやるなIこゅうとんや

××」

(04）会員Ｄ「あうかなんわ－」

会員Ａは冗談で言った（(01)）のであったが，それは

Ｖ1．結びに代えて

さらにオキットの作業手順の特徴としてもう一つ挙げ

られるのは，非常事態に備えられるようにであろうか，

労働力を常に遊ばせておくシステムがあることである｡

このことは第一の誰もが作業の道筋を知っている，とい

うことと密接にかかわっている。舟の中には常に一見何

もしていない人が常に何人かおり，交替で船外機，櫓を

うけ持っているが，一度トラブルが起こると，これらの

余剰労働力が威力を発揮する。御舟が坐礁した際など

は，ほとんどが舟外に出て，ロープで御舟を引っ張るの

である。

さて，ここまで河内祭における古座のオキヅトの分業

のいくつかのエートスについて素描してきた。これらの

ことが果たして祭礼以外のオキットの営みに現れている

か語る資格を私は持たないが，河内祭の儀礼にあらわれ

た限りにおいてそれをまとめておきたい。

第一に，オキット達は作業の筋道,すなわち「方法知」

は知り尽くしているが，それが当たり前であると考えて

いるために，その筋道を言語化することはほとんどな

い。「内容知」には全く関心がないのである。それゆえ，

第二に，筋道は共通の知識として共有されているが，そ

の細部の役割については全く決まっていない。第三に，

システムの中に絶えず，意識的Ｉこか，無意識的にか，臨

時の時に備えて労働力のストックを蓄えている構造を有

している，という点である。これを物理学的な用語を用

いて轡えることが許されるとすれば，あるランダムなス

カラーＡ－Ｚを想定した場合，ある任意のときに（もち

ろん行為者にとっては任意ではないかもしれないが）そ

のうちのどれかが向きを変えてベクトルとなるのを契機

に（これはＡ－Ｚどれでもよい）ほかの－部（多くの場

合全部ではない，あえて追随しないペクトルもあり，こ
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臓義塾大学フォークロアクラプの資料を用いてい

る。参加者諸氏に感謝したい。なおフォークロア

クラプは１９９４年に「和歌山県東牟婁郡河内祭報

告轡」を作成している。本稿の骨子は１９９３年の

調査の際，古座「神保館」において中西裕二氏，

山田慎也氏とのディスカッションを通じて形成さ

れた。扱っているテーマは異なるものの，おそら

くは同じ論理基盤に立つ山田（1994）をあわせて

参照されたい。

2）成員は，１９９１年で２人，ＯＢが２９人であり，現

在では漁師以外の若者の入会も認められている。

3）類似した立場をとる論者として例えばベルマン

（Bellmanl975)，ワーナーとシュープル（Werner

＆SchoepHel987）などがある。モアマン（Moer‐

manl988：１）は，相互作用の過程の分析を欠い

た社会理論は，いかに崇高で有用なものであろう

とも，初めの決定的なところで間違っている，と

述ぺる。会話分析が明らかにしたものの－つは日

常生活の経験や相互作用を構成する際に有用な概

念ほど当たり前と見微されるためにそれを共有し

ないものは，違和感の無視，ⅡⅡ題の棚上げなどで

その場を切り抜けている，ということである。浜

本（1983)，Zeitlyn（1990)，梅屋（1994ａ,ｂ,ｎ.d､）

参照。

4）オカドとオキットは，かつては道で遭うと必ず喧

嘩になったという。青年会の獅子頭のはいった屋

台がチョウケテ（ふざけて）勇進会館に乱入し，

注遮綱を切ったために喧嘩になり，勇進会の会員

が屋台を放り投げて破壊するなどの事件もあっ

た。近年は表向きは事件が起こっているというこ

とはないが，水面下での対立は根強い。なかに

は，オカドという言い方そのものに差別が含まれ

ているといい，代わりにサラリーマンと呼ぶよう

若い衆に指導する中堅会員もいるが，実際はオカ

ドのほとんどは自営業である。

5）入舟式に，槍天馬が御舟の前に出ることは決して

許されない。青年会では，コッタマに向かう御舟

を潮汲み場から途中まで見送る「御舟おくり」と

いう儀礼がある。御舟が上らないことには祭りは

始まらず，－度上ったら中止は許されない。この

ため，祭りの開始について勇進会は極めて特権的

な位置にいることになる。

6）古座区の青年会，勇進会のほか，高池下部の互盟

社，古田の修養会などがある。また宇津木，月野

瀬は「貰い祭り」と称して，比較的消極的な参加

をしている（石橋・中西・中西1988：183-7)。

商池上部は，河内祭り以前にすでに独自の祭りを

終わらせているので参加しない。

7）それもおおくは酒の量で話題になるだけであり，

どんな儀礼を行っているかはあまり知られてはい

ない。勇進会のあるインフォーマントによると，

「ヤツラ（青年会員）は限度とゆうものをしらんね

ん」また，別の勇進会会員によれば，「互盟者は

（酒遮が）ゴッツイつちや」ということになる。

れがストックされる）がそれに追随して方向を持ち，ベ

クトルとなることで結果的に一つの仕事が達成される状

態であると表現することができるだろう。

最後に，オキットの非言語的コスモロジーおよびその

表面化しない規範を我々にも若干分かるようなかたちで

表しているとおもわれる私自身の怠慢に向けられたテク

ストを紹介する。

勇進会会員Ｔ「梅屋君，おまえよう，今回よう，風邪

とか何とかゆうとったけどよう，出世しよおしたらすす

んでしごとせなあかんで－/：よ－｣37）

オキットのコスモロジーのなかには明確な「行うべき

こと」は当たり前のこと，ニスノメソッドとして刷り込

まれているが，誰がそれをおこなうべきか，という発想

は極めて薄い。プラクティスについては硬質な知識を蓄

えているが，いつ，だれが，なんのために行おうとそれ

はどうでもよいのであり，イデオロギーには関心が薄

い。行為者が東京からきた調査者であろうと，そのプロ

ット自体は普遍であるかのような硬質性を有しているの

であって，誰もがそれを行い得るし，そうしよう，と常

に考えているはずなのである。このテクストに見るよう
●●

Iこ，オキットの労働体系は実は分業などはしておらず，

少なすぎる仕事の量に欲求不満を感じるほどの（｢進ん

で仕事を」しようとする）労働力のストックをつねに保

持しているのかもしれない。

彼等の行為の紡ぎ出す社会劇には，脚本はあっても，

配役はない。どんな脇役であろうと，主役の分の脚本も

覚えているものなのである。というのも，オキヅトの

｢物語｣38)には決まり切った筋があるが，そのキャスティ

ングはといえば，役者それぞれがその都度判断し，冗長

性をもって決めてゆくものだからである。

註

1）本稿では，テープからそのまま文字化した資料を

テクストと呼ぶ。鍵括弧（「」）は単一の話者の

発言の開始と終了を示し，ハは１，２秒の間を，

／/は別の話者による割り込み地点を，話者の音声

の延長は－の記号，ｘｘは同時に誰かが発話した

ため，聞き取り不可能な音声をしめす。必要と思

われる錐者自身の解釈および状況脱明は二重括弧

にいれて示した。トランスクリプションに協力し

てくださった千原圏一氏に感謝する。

本稿で用いられた資料は，1991年，１９９３年，

１９９４年三度に渡る筆者自身の参与観察による調

査と，１９８３年から１９８８年まで実施された慶應義

塾大学吉田禎吾研究会の資料，および，１９８９年

から１９９４年までの５回に渡る調査を実施した慶



５４ 社会学研究科紀要

このように酒に対する態度や規範によっても，石

橋・中西・中西（ibid.）に論じられている集団そ

れぞれの性格を素描することができる。ちなみ

に，勇進会自身に関しては，「常lこはのまんけど

よ’ザパライのときはゴッツウ飲むわ｣，と言う

ことである。長時間かけてのむことを最も嫌い，

多丘の酒をいっぺんに飲むことが正しい飲む方と

されている。よってオキットにとってオカドは最

悪の酒ののみ方をしていることになる。

８）もっとも会長など重要な役職に就いているものに

関してはこの限りではない。

９）シモヂ（下地）とよばれる古座区下111Jにあり，会

長はここに詰めている。

10）石橋・中西・中西（1988：170)。

11）あるインフォーマントによると，ヒガマエは本来

一年だが，労働力の不足のためこのように分けて

いるという。

12）入舟式のとき歌われる「出し」「入舟のはうた」

「こうてい｣，御祭礼のときに歌われる「御曹子｣，

花回りのとき歌われる「花揃へ｣，夜施Dで上，

中，下の順でそれぞれ「おやまくどき」「あずま」

「やしま｣，川下、のとき，テープで流す「お伊勢

参宮」（歌い手がほとんどいなくなったため)，も

う歌えるものの完全にいなくなってしまった「仏

揃え」がある。歌詞は石上（1982860-72）参照。

13）おもに勇進会ＯＢで構成され，「御舟歌」の歌い

手の集団。勇進会と河内会を混同している報告も

散見されるが，まったくの別組繊である。

14）上は大川宅，中は岩見宅，下は，現在勇巡会館で

ある。かつては若者宿であった。

15）任期は３年。１９９１年には前地博夫，１９９２，３，４

年は宮本博生の各氏がつとめた。それ以前は橋野

照生（1983-5)，杉本武雄（1986-8）がその任に

あたっていた゜橋野，杉本両氏は，現在は相談役

のような立場で祭礼に参加している。

16）１９９３年には元区長の住吉氏，１９９４年は古座川町

長城氏から寄進として提供された。

17）１９９４年も台風のため評定が1Ｗかれた。１９９４年一

回目は評定に青年会会長の姿はなかった。他の地

区は参力Ⅱせず，ギョウカイに御舟が回されている

か，ということで判断しているという。このた

め，自動車で砿認に来る。

18）これはテクスト中にも現れているが，たとえば前

日の嗣査によると，区長以外にも，教育長の山出

泰助氏も同じ意見を示していた。一方勇進会が腰

が重いのには幾つか理由がある。雨で破れた提灯

などを洲運する資金面の問題と，御舟は重心が高

いため会長の記憶によれば過去二Ｍひつくり返っ

ているという安全面の問題である。入舟式には高

齢者も多いシショウが乗らねばならないため，波

が高いときに行うのは危険であるとの判断があ

るo

l9）ところが１９９４年評定ではまた経費の面でもめて

いた。

第３９号１９９４

２０）長さのちょうどよい孟宗竹で，曲がっておらず，

青々とした笹が多くついていることが条件であ

る。また一年ロの竹は曲がりやすいので駄目であ
る。

２１）この順番は毎年ローテーションされるという。と

くに下の御舟が最初の時は「漁がいい」といわれ

る。１９９１年は下・中・上，１９９２年は中・上・下

１９９３年は上・下・中，１９９４年は下・中・上の順

である。

２２）並木（1982：５１）によると，昭ｆ１１５６年度は中出

資美，坂井晴，杉本直史であった。真鍋(､.｡.）

によれば，１９９１年のショウロウは坂井里沙（６

才)，前地隆司（７才）（当時の勇進会会長のご子

息である)，川口射弘（７才）である。

２３）ショウロウがコッタマに向かわず，むしろ弁天を

まつる九飽島（くるじま）に面しているように思

われる点についてはいくつかの議鎗があるが，こ

れはむしろ南面の思想に関係しているように思わ

れる。

２４）事実筆者も「いけえ」と突然いわれて飛び込ん

だ。フォークロアクラプの調査員も毎年泳げるか

どうかＦＩＩ認の上，飛び込むのが習わしとなった。

当初予定していなかった人が飛び込むところを楽

しんでいる節がある。

２５）青年会のＯＢは，１９９４年になって初めてテープ

であることを知り，「悲しい気持ちがした」と語

っている◎

２６）祭礼のはじめとおわりにｌｉｄじ儀礼がある点は興味

深い。

２７）石田欣U1氏。

２８）真鍋（､.｡.)。

２９）かつてはシショワの家一軒一軒まわってゼンザイ

を配ったそうである。

３０）人類学におけるメタファーは，あるものとあるも

のが類似に基づいて同一視されるいわゆる隠輪を

指す。Ｌeach（1976)，Fernandez（1974）など参

照。

３１）デュルケム（1971)。

３２）事削に打ち合わせがあったわけではない，という

ことは砿認を取った。そろそろ始めた方がよかろ

う，と思った，という。あるインプォーマント

は，池のIMIのようなもの，とオキットの仕事の進

め方を評して述ぺた。

３３）「なぜ」と「いかに」の区別は，近年医療人類学

の分析概念として浸透している。ある病にかかっ

たり，転んで怪我をしたりしたときに「いかに」

その出来事がおこったかは脱ﾄﾘ1できても，「なぜ」

特定の個人に病や災いがふりかかるかはしばしば

税}）1困難なものである。このような織総について

は浜本（1989)，波平（1984）など参照。

３４）座を祓うの意。儀礼がすべて終わった後に催され

る宴会。

３５）これは，方森氏が潮汲み場のあるシモヂの若い衆

であるためのようであるが，役としてきまってい
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石上七鞘１９８２「御舟歌と獅子舞い」桜井（1982）ｐｐ、

60-80．
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ＬｏｇｉＣ６ｙＷｿtiChSy)"６０/ｓａ７ｅＣｏ"'zecre`、Ｃａｍ、

bridgeUniversityPress・

真鍋桃子、..．「古座日記1991」未刊。慶應義塾大学

フォークロアクラプ「和歌山県東牟婁郡河内祭報告

蒜」（非売品）に「<勇進会＞フィールドノートよ

り」として採録。古座区教育委員会蔵。
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並木宏衛１９８２「祭りの組織と敷設」桜井(1982)所収c

Ricoeur，Ｐ、１９８７「時間と物語Ｉ」久米博訳，新曜

社。

ライル，Ｇ１９８７「心の概念」坂本百大他訳，みすず

書房。

桜井満１９８２「和歌山県，古座の河内祭：古典と民

俗叢書Ⅵ』白帝社。

梅屋潔1994ａ「｢化かされる」という経験（こと）：

あるいは人類学的実践についての覚書き」「慶應義

塾大学大学院社会学研究科紀要』第３８号ｐｐ８１－

92,

1994ｂ「邪まな祈り：新潟県佐渡島における

呪瓶」『民族学研究』５９(1)，ｐｐ、54-65.

11..．ａ．「『象徴」概念は『合理的」に埋葬さ

れうるか：新潟県佐渡島の籍（むじな）信仰から」

未刊。

、.｡.ｂ、「呪術の合理性：「一見して非合理な

信念」はいかに合理化されるか」未刊。

Wer1Ier＆SchoepHel987Sys/Cl"α"ｃＦｉｅ/`Zuoｱﾙ．

ｖｏＬ１．（FoundationsofEthnographyandln‐

terviewing)，Sage

lll1I1慎也１９９４「葬制の変化に関する一考察：和歌山

県東牟婁郡古座町の事例を通して」慶應義塾大学大

学院社会学研究科１９９３年度修士論文。

Zeitlyn，Ｄ、１９９０‘ProfessorGarfinkelvisitsthe

Soothsayers8EthnomethodologyandMambila

Divination.”ＭＪ〃（､.S､）２５，ｐｐ､654-66.

るわけではないという。

36）エスノメソッドの明確な定義はないが，それはお

およそ普遍的とおもわれるような定義を疑ってか

かるべきエスノメソドロジーの理念を考えると当

然である。ここではある集団で共有されている考

え方の筋道，としておく。ガーフィンケル(1987：

11-8,GarHnkell967：93-4）参照。

37）すすんで働くことが出世につながる，という考え

方は，漁師は親兄弟といえどもツキアイすなわち

共同作業をすることがなければ関係を絶ってしま

う傾向があることによっている。親族などよりむ

しろ舟単位で強い繋がりが生まれやすい。友人の

ことをカタプネという。一緒に組んで仕事をする

舟の意味である。「いわれて仕事をするのは最低」

だし，「仕事はおそわるものではなく盗むもの」

であるという。山田（1994）参照。

38）リクール（Ricoeurl987：57-97)。
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